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Ⅰ．はじめに 
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 3 限の履修者数は定員枠一杯の 30 名（男子 24 名，女子 6 名）であり，高校の部活などでの
サッカー経験者が 7 名（全て男子），中学校での経験者が 6 名（全て男子），小学校での経験者
が 2 名（全て男子）であった。女子にサッカー経験者はおらず，特に優れた運動能力を持つと
見られる学生もいなかった。4 限の履修者数は定員枠一杯の 30 名（男子 18 名，女子 12 名）
であり，高校での経験者が 6 名（全て男子），中学校での経験者が 2 名（全て男子），小学校で
の経験者が 2 名（全て男子）であった。女子にサッカー経験者はいなかったが，バスケットボ
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 3 限，4 限の両授業において活動経過が少し異なる結果となったため，本来であれば両授業
の経過をそれぞれ別々に記載したいところであるが，紙面の関係上，3 限の経過を記載し，必
要に応じて 4 限を書き加えることにする。 








を行ったため，3 限の活動経過とはずれが生じている。）この日，ゲームの人数を 6 対 6 にする
こと，キックイン，ゴールクリアランス，5ｍルール，自由交代などの基本的ルールの採用，
女子の得点を 2 点にカウントすることなどを決めた。女子のアシストを 2 点にカウントするこ
とも提案したが，学生に賛同者が少なく不採用とした。 
	 3 回目の 4 月 25 日はシュートに関する技術・戦術を筆者が全員に説明した後，チームに分か
れて練習を行い，その後，1 試合 10 分間の総当たりゲームを行った。この練習は，前週のゲー
ムを筆者が見た上で，得点力に必要な強い浮き球が蹴れない学生が多数いることを確認し，そ









からリーグ戦（M-T-M の M にあたる試合）を行うことを告知し，チームでのミーティング終
了後，チームで解散とした。 
	 4 回目から 12 回目は各チームによる M-T-M メソッドの実践を内容に授業を構成した。具体
的には，4 回目はリーグ戦第 1 節（M①），５回目は練習と練習試合（T1），6 回目はリーグ戦
第 2 節（M②）という具合に，M①-T1-M②-T2-M③･･･と M と T を一回ごとに交互に配し，
M⑤を最終試合とした。順位の決定方法は，M①から M⑤までの勝ち点の合計とした（T で行
う練習試合の勝ち点は含まない）。試合時間は 12 分とし，1 日で 4 チームが総当たり（1 チー
ム 3 試合）となる形式を採用した。尚，3 限 4 限とも，M②を予定していた 6 回目の授業は欠
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席者が多数いたため，M②を中止して翌週に繰り越した。13，14 回目はチームを再構成しての
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練習１	 とりかご（3 対 1） 
	 	 	 	 ・ボールを止めてける。 
	 	 	 	 ・ボールをもっていない時の動き。 
	 	 	 	 ・アプローチをはやく。 
練習２	 シュート練習 
	 	 	 	 ・ボールを強くける。 
	 	 	 	 ・左右どっちからもやる。 
	 	 	 	 ・動いてるボールにあわせる。 
 
翌週の M③（リーグ戦第 3 節）直後のチームミーティングでは， 
 
・練習の成果が出ているのでは？ 
	 センタリング，パス＆ゴー，トラップなど（X チーム） 
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までのサッカー経験者が 1 人しかおらず，2 人ずついる他の 3 チームに比べて当初のチーム力
はやや劣っていると思われた。実際，リーグ戦に入る前，チームメンバー確定後に行った 4 月
18 日の練習試合では 1 勝 2 敗で 4 位（最下位）となり，当日の筆者の授業メモには「Y は少
し弱い？」と書かれている。予想通り，M①では 1 勝 2 敗，M②では 3 敗でいずれも最下位と







しかし，この後，M③で 2 勝 1 敗の成績をあげてこの日の 1 位を獲得すると，M④，M⑤では
6 勝 0 敗の成績を収めて総合成績は 2 位。勝ち点は 27 をあげ，優勝した X の 31 に迫った。 













択することもできる。実際に，4 限の V チームは M⑤実施日にメンバーが 4 人しか集まらず，
第 1 試合で０—７と大敗したが，第１試合終了直後の緊急ミーティングで堅守速攻の戦術を確
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この例は M-T-M メソッドの T の部分を，実際の練習という形ではなくミーティングによる戦
術選択という形で遂行していることが特徴的であるが，いずれにしても，実際のゲームを分
析・評価した上で，「パスを回す」とは異なる解を導き出していることが分かる。 
	 45 名が提出したレポートの中で，「M-T-M メソッドは有効であった」という趣旨の記述をし
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14）同上，p.39 
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